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リモート顔とマスク顔
—新しい日常におけるメークアップの役割—
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Abstract
With COVID-19 pandemic, video conference systems and SNS have become more widespread. It has become com-

mon to communicate with people through digitized faces. On the other hand, we were required to wear a mask when com-
municating face-to-face. With the spread of new facial styles such as remote faces on displays and real mask faces, make-up 
has changed significantly. In this paper, we consider the role of makeup in present day, focusing on the effects of new facial 
styles on makeup. We also consider the issue of face and identity in the modern era of expanding virtual reality.
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1. は じ め に

コロナ禍により Zoomなどのビデオ会議システムや
SNSがいっそう普及し，デジタル化された「顔」を介し
て人とコミュニケーションすることが一般化した。一方
で，私たちは対面でコミュニケーションする際にはマス
クを着用することが求められ，常に下半分が隠れた顔と
対峙することになった。ディスプレイ上のリモート顔と
生身のマスク顔という新しい顔様式が広まったことによ
り，メークアップの方法や意識も大きく変化せざるを得
ない状況である。本稿では，コロナ禍のリモート顔とマ
スク顔はメークアップにどのような影響を与えたのかを
中心に，現代におけるメークアップの役割について考
察を試みる。また，コスメアプリと化粧品が競い合い，
ヴァーチャルとリアルが融合するポスト「コスメの時
代」の顔編集「私遊び」についても考えたい。

2. 新しい日常，新しい顔様式

2020年春の新型コロナウイルスの感染拡大により，
それまでとは異なる新しい生活様式が私たちに求めら
れるようになった。「新しい生活様式の実践例」として，
働き方の新しいスタイル，具体的にはテレワークやオン

ライン会議が推奨された。これにより，今までほとんど
使われることのなかった Zoomなどのビデオ会議システ
ムが，突然私たちの日常に入り込んできたのである。
その結果，働き方だけでなく教育の現場，とりわけ大
学の授業も劇的に変化した。2020年から2021年にかけ
て，ほとんどの大学がオンライン授業（遠隔授業）を導
入することになったのだ。今や入試や就職活動の面接も
オンラインで行われることが珍しくなくなった。オンラ
インでできないことはない，と言わんばかりの勢いであ
る。
また，感染防止対策として，身体的距離の確保，手洗
いなどに加えて何よりも必須とされたのが，マスクの着
用であった。厚生労働省の「新しい生活様式の実践例」
には，「外出時や屋内でも会話をするとき，人との間隔
が十分とれない場合は，症状がなくてもマスクを着用す
る。」と書かれている 1）。
こうして私たちは，電車に乗る時も，買いものをする
時も，もちろん人と会話をする時も，一歩外に出れば四
六時中マスクを着用する生活を余儀なくされるように
なった。
コロナ禍は私たちの日常を大きく変えた。新しい生活
様式はマスク顔とリモート顔という新しい顔様式をもた
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